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宗
谷
本
線
を
こ
ん
な
に
便
利
に
で
き
る

第29回

（あべ・ひとし）1961 年東京都生
まれ。東京大学工学部都市工学科
卒業、修士修了、博士１年中退。
88 年にＪＲ東日本に１期生とし
て入社し鉄道の実務と研究開発の
経験を重ねた。2005年に退職して
(株)ライトレールを創業。交通計
画のコンサルティングに従事

現
行
の
ダ
イ
ヤ
で
は
使
え
な
い

　

第
28
回
『
リ
ク
エ
ス
ト
停
車
で
低
コ
ス
ト

に
増
便
』
に
、
極
端
に
運
行
本
数
の
少
な
い

路
線
で
は
、
リ
ク
エ
ス
ト
停
車
と
し
て
特
急

と
普
通
を
一
本
化
す
る
こ
と
で
、
コ
ス
ト
増

な
く
全
利
用
者
に
大
幅
増
便
に
な
る
と
書
い

た
。
そ
こ
で
示
し
た
宗
谷
本
線
の
具
体
的
な

ダ
イ
ヤ
案
を
精
査
し
た
。

　

現
行
と
提
案
の
ダ
イ
ヤ
を
示
す
。
横
が
時

刻
、
縦
が
駅
で
、
ス
ジ
一
つ
一
つ
が
列
車
だ
。

　

現
行
は
、
名
寄
以
南
で
も
全
列
車
併
せ
て

２
時
間
半
空
き
が
あ
り
、
以
北
で
は
特
急
も

普
通
も
数
時
間
空
く
。
地
域
で
も
来
訪
で
も

自
動
車
で
の
移
動
が
標
準
だ
。

リ
ク
エ
ス
ト
停
車
で
便
利
に

　

提
案
は
、
札
幌
方
面
と
接
続
を
配
慮
し
て

組
み
、
名
寄
以
南
は
終
日
１
時
間
お
き
、
以

比
率
）
が
低
い
の
で
、
若
干
の
シ
ェ
ア
拡
大

で
も
大
き
な
利
用
増
加
率
を
期
待
で
き
る
。

　

前
回
は
普
通
を
和
寒
折
返
し
と
し
た
が
、

効
率
が
悪
い
の
で
蘭
留
折
返
し
に
改
め
た
。

特
急
同
士
は
、
名
寄
以
南
で
は
比
布
と
士
別

で
行
違
い
、
以
北
で
は
行
違
い
の
精
査
を
さ

ら
に
要
し
所
要
時
間
が
伸
び
る
か
も
知
れ
な

い
。
普
通
同
士
は
複
線
区
間
で
す
れ
違
い
、

特
急
と
普
通
の
行
違
い
は
な
い
。

現
行
と
比
べ
て
コ
ス
ト
増
え
ず

　

運
行
本
数
増
減
に
伴
う
経
費
増
減
の
大
半

は
運
転
士
・
車
掌
の
乗
務
時
間
に
ほ
ぼ
比
例

す
る
。
提
案
で
は
全
列
車
ワ
ン
マ
ン
運
転
の

想
定
で
、
下
り
の
試
算
を
表
に
示
す
。

　

現
行
54
時
間
31
分
に
対
し
提
案
47
時
間
32

分
と
む
し
ろ
短
く
な
る
。
着
席
と
立
席
の
値

段
差
の
無
人
チ
ェ
ッ
ク
の
た
め
に
、
着
席
検

北
は
２
時
間
お
き
で
、
だ
い
ぶ
便
利
に
な
る
。

現
行
は
シ
ェ
ア
（
全
移
動
に
対
す
る
鉄
道
の

知
圧
力
セ
ン

サ
ー
と
Ｉ
Ｃ

カ
ー
ド
リ
ー

ダ
ー
設
置
の

車
両
改
造
等

を
要
す
る
が
、

実
行
す
る
価

値
は
大
き
い

と
考
え
る
。

現行のダイヤ

提案のダイヤ

※太線は特急、破線は快速、細線は普通。

※太線は特急で比布以南は無停車、以北はリクエスト停車、細線は普通。


